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目的 エアロゾルの時空間分布と気候影響を予測する。
内容 大気中の微粒⼦（エアロゾル）のグローバルな時空間分

布やその放射・雲過程への影響を予測した。
結果 氷晶核（固体の雲粒を形成する微粒⼦）のグローバルな分

布を推定するとともに、その発生源寄与と雲影響を評価し
た。また、北極域におけるエアロゾルとその放射・雲影響
の過去約40年間の変化を推定・評価した。
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